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コンクリート構造物の電気化学的防食工法研究会（CP工法研究会）

コンクリート構造物の長寿命化に貢献できる電気化学的防食工法の

普及・発展および技術の向上等を目的に活動

・発足：1992年、会員会社：25社 （2025年3月現在）

Association of Electrochemical Corrosion Prevention Method of Concrete Structures



日本エルガード協会
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• エルガード工法を核とした電気防食工法の普及と技術の研鑽

• 発足：2001年，会員会社：21社

• 電気防食技術研究会：30社 コンサルタント中心 （2025年3月現在）
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コンクリート構造物における鋼材腐食
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鋼材腐食はコンクリート構造物に致命的な影響を与える！
特に塩害は劣化が速いので要注意！
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電気化学的防食工法

※土木学会2022年制定コンクリート標準示方書［維持管理編］
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電気化学的防食工法が適用できる劣化状態（塩害）
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電気化学的防食工法の概要
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電気化学的防食工法の施工実績（CP工法研究会調べ）
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電気化学的防食工法に係わるマニュアル類

① 電気化学的防食工法指針

土木学会：コンクリートライブラリ157, 2020/9

② 電気防食工法研究委員会報告書

日本コンクリート工学会, 1994/10

③ 港湾コンクリート構造物補修マニュアル

沿岸技術研究センター 2019/7

④ 桟橋劣化調査・補修マニュアル

東京港埠頭（株）, 2012/11

⑤ コンクリート構造物の電気防食Ｑ＆Ａ

新建新聞社，日本エルガード協会編，2023/9
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電気防食とは？
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電気防食とは？
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電気防食とは？

●検証実験･･･食塩水に浸漬した鉄釘に電気防食を適用

電気エネルギーにより，鉄釘の腐食を抑制！

≪通電前≫ ≪通電後≫

出典：日本エルガード協会
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電気防食工法の信頼性
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電気防食工法（防食電流の供給方法）
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電源は？

・電柱や変圧器の有無を確認

・施設近傍までの配電設備は電力会社負担

・受電設備のみ利用者負担

どうしても電源が無い場合...

ソーラーや風力などの自然エネルギーも利用可能

・流電陽極と鉄筋を短絡するだけ！

外部電源方式では直流電源装置が必要

流電陽極方式では電源不要
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電気防食工法（陽極システムの形状）

※出典：土木学会コンクリートライブラリー157 電気化学的防食工法指針
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電気防食工法（陽極システムの設置方法）
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電気防食工法の適用対象
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適用実績のある構造物は？
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直流電源装置の設置例



電気防食設計の留意点

モニタリングシステム設置箇所選定のポイント
① 鋼材腐食が大きい箇所。
② 部材の種類が異なる箇所。
③ 環境条件。

電気防食の回路構成は1ブロック単位で500㎡以下。
また、腐食環境条件が異なる場合、回路を分けも考慮する。
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施工状況の例 1/2
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施工状況の例 2/2
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電気防食のメリット

●電気防食は腐食反応を直接的に抑制する！

●コンクリートでは鉄筋の再不動態化も担う！

１）腐食による再劣化はしない

電流を供給している間は腐食は進行しない

→ 電気防食システムの健全性と防食効果の確認が主たる点検対象

２）多量の塩分が存在する環境でも防食可能

所定の防食電流を供給すれば腐食は進行しない

３）塩分を含有するコンクリートの除去が不要

塩分の存在は電気防食上は全く問題ない

４）鉄筋の防錆処理が不要

コンクリート中の鉄筋の表面に錆びがあっても防食可能

※但し断面修復等によって露出した鉄筋に発生している錆は，

3種ケレン程度以上の処理を施す

５）防食効果の確認が可能

防食効果の確認が定量的に可能
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電気防食のデメリット
１）イニシャルコストが割高

約8～12万円／㎡程度

２）維持管理が手間（よくわからない）

外部電源方式は電源保守が必須。経年劣化に応じて交換も必要。

流電陽極方式も定期点検実施がベター

３）電気代が必要（外部電源方式）

外部電源方式の場合 約30～50円／㎡・年

４）陽極材の定期的な交換が必要

流電（犠牲）陽極材の定期的な交換が必要

５）陽極被覆材の劣化が起こる場合がある

外部電源方式の陽極表面では水の電気分解反応が起こる。

H2O→1/2O2↑＋2H+

この時発生する酸(H+)で陽極被覆材が劣化する場合がある。

通常はコンクリートの主成分Ca(OH)2で中和される。
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防食管理基準

■防食管理指標：鋼材の分極量あるいは復極量の水準を100mV以上

※分極量または復極量で適正に防食効果を判定できないことが想定される場合は、

鋼材の分極量あるいは復極量とは異なる防食管理指標を設定してもよい。

※PC 鋼材では、インスタントオフ電位も、防食管理指標－1000 

mV vs CSE（飽和硫酸銅電極）よりもプラス（貴）側の電位に保つ
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モニタリング事例

実構造物における約11年間の電位モニタリングの事例
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防食が適切になされていることの
防食基準100mV以上

電気防食工法の効果を「見える化」
するためのキーワードは、

「鉄筋電位」の長期モニタリング

10年以上は長い・・・
IoT技術の導入に期待！

・誰がお守りをするのか？
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電気防食工法の施工事例（港湾桟橋）

32CP工法研究会 & 日本エルガード協会



目次

CP工法研究会 & 日本エルガード協会 33

1. 電気化学的防食工法とは

2. 電気防食工法

3. 脱塩工法・再アルカリ化工法

4. 工法選定フローの紹介

5. 技術発展に向けた取り組み（トピックス）



脱塩工法・再アルカリ化工法の概要
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脱塩工法・再アルカリ化工法の仮設陽極方式
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脱塩工法・再アルカリ化工法の仮設陽極方式

CP工法研究会 & 日本エルガード協会 36



脱塩工法・再アルカリ化工法のメリット・デメリット
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・微破壊で施工が可能
⇒多量のはつりガラが出ない

・構造物の外観が変わらない
・施工後の維持管理は、一般のコンクリート構造物と同様の方法で実施

⇒施工後に仮設陽極を撤去

メリット

・施工に熟練が必要
⇒専門技術者が実施

・仮設陽極は産廃処理

デメリット

※留意点

・事前に仕上げ材の撤去や、損傷等の補修が必要
⇒コンクリートに電流を流すため

・アルカリシリカ反応（ASR）が疑われる構造物に適用する場合、注意を要する
⇒事前に膨張の有無を確認



脱塩工法の施工事例
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再アルカリ化工法の施工事例
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脱塩工法の効果検証事例

・適用構造物：新潟県旧国道8号線コンクリート橋梁
・処理前：鉄筋位置の塩化物イオン量4.0kg/m3を超える
・脱塩工法適用後24年後：塩化物イオン量が処理前の状態まで再侵入

南面

表面からの深さ(cm)
塩
化
物
イ
オ
ン
量
(k
g/
m

3 )

鉄筋位置

●24年後

◆処理前

■処理直後脱塩工法適用対象RC橋脚

引用文献：宮口ら：電気化学的脱塩工法を適用した橋脚の24年間の追跡調査、コンクリート構造物の補修、
補強、アップグレード論文報告集、Vol.18、pp.459-464、2018.10
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脱塩工法の効果検証事例
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脱塩・再アルカリ化工法を併用したときの効果検証事例
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・適用構造物：1970年建設のラーメン高架橋，兵庫県海岸から5kmに位置
コンクリート中の塩化物イオン濃度高い（1.1～4.5kg/m3）
かぶり（19～44mm）に対し，中性化が進行（22.1mm）

脱塩・再アルカリ化工法適用構造物

引用文献：荒巻ら：脱塩・再アルカリ化工法で補修した鉄筋コンクリート高架橋の30年目の追跡調査、コンク
リート構造物の補修，補強，アップグレード論文報告集、第24巻 2024.10 pp.543-546



脱塩・再アルカリ化工法を併用したときの効果検証事例
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・脱塩効果：処理直後にコンクリート表面から鉄筋位置40mm付近まで塩化物イオン量
の低減効果が見られ、以降30年後まで再拡散は認められない。

・再アルカリ化効果：鉄筋部のｐHは上昇，30年後も高い状態を維持。
表層部のｐHは，経年で低下がみられるが高い値を維持。

引用文献：荒巻ら：脱塩・再アルカリ化工法で補修した鉄筋コンクリート高架橋の30年目の追跡調査、コンク
リート構造物の補修，補強，アップグレード論文報告集、第24巻 2024.10 pp.543-546



脱塩・再アルカリ化工法を併用したときの効果検証事例
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鉄筋の腐食状態（自然電位）
処理直後から腐食なしと判断される割合が増加
腐食なしと判断される割合が30年後97％

引用文献：荒巻ら：脱塩・再アルカリ化工法で補修した鉄筋コンクリート高架橋の30年目の追跡調査、コンク
リート構造物の補修，補強，アップグレード論文報告集、第24巻 2024.10 pp.543-546
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各構造物管理者における工法選定フロー掲載資料
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■道路構造物（国交省）
土木研究所「コンクリート構造物の補修対策施工マニュアル」
コンクリート構造物維持管理技術研究会

「橋梁コンクリート部材の補修設計・施工の手引」
北陸地方整備局塩害対策委員会「塩害橋梁維持管理マニュアル（案）」

■高速道路
東日本・中日本・西日本高速道路「設計要領第二集（橋梁保全編）」

■鉄道
西日本旅客鉄道「コンクリート構造物補修の手引き」

■港湾コンクリート構造物（桟橋上部工）
沿岸技術研究センター「港湾コンクリート構造物補修マニュアル」



高速道路におけるコンクリート構造物の補修工法選定フロー
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予防保全、はつりが不可能
な箇所の塩害対策

引用文献：東日本・中日本・西日本高速道路「設計
要領第二集（橋梁保全編）」、2019



港湾RC構造物（桟橋上部工）における工法選定フロー
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引用文献：沿岸技術研究センター「港湾コンクリート構造
物補修マニュアル（沿岸技術ライブラリーNo.50）」、2018

予防保全～事後の対策
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日本エルガード協会のトピックス：ＪＣＩ公募「軍艦島共通試験」
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日本エルガード協会のトピックス：ＪＣＩ公募「軍艦島共通試験」
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CP工法研究会・日本エルガード協会共通のトピックス
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ご清聴ありがとうございました。
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